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種である GPU のメモリ階層を適切に用いるための最適化を自動化する手法を提案する。また、 GPU 上で
プログラムを実行する上で必ず指定しなければならないコアあたりのスレッド数について、最適な値へと















































第 2 章では，プロセッサの選択を自動化するために， SPRAT と名付けられたプロセッサ自
動選択機能付きプログラミングフレームワークを提案している. SPRAT では，使用するプロ
セッサを考慮せずにプログラムを記述することを可能とする言語を提供している.また，デ
ータサイズと実行時間の関係から線形予測モデルを構築し，実行時間が最短となるプロセッ
サを自動的に選択する手法を実現している.本章で得られた知見は，言語に適切な制約を加
えることで，煩雑なプロセッサ選択を自動化可能であることを示したものであり，大変有益
である.
第 3 章では，アクセラレータごとに求められるフログラムの最適化を自動化するために，
アクセラレータ特有の性質を適切に利用する手法と，実行時パラメータの値を決定する手法
を提案している. SPRAT 言語の性質を利用してメモリアクセスを解析し，実効メモリバンド
幅を向上させる最適化を自動化する手法と，アーキテクチャ的な観点から有望な設定候補を
絞り込み，その中から適切な値を自動的に決定する手法を提案している.本章で得られた知
見は，最適化に重要な情報を容易に解析できるように言語を設計することで，煩雑なアクセ
ラレータ特有の最適化と実行時パラメータの決定を自動化可能であることを示したものであ
り，有益な成果である.
第 4 章では，複数のアクセラレータ聞の負荷分散を自動化する手法を提案している.その
ために，実行時情報を用いて複数の線形予測モデルを使い分ける高精度性能予測手法と，タ
スクの並列化支援のための依存関係解析手法を提案している.加えて，性能予測に基づくオ
ンラインタスクスケジューリング手法を提案している.本章で得られた知見は，実行時間予
測に基づいてタスクスケジューリングを行うことで 複合型計算システム向けプログラムの
負荷分散を自動化できることを明らかにしたものであり，複数アクセラレータを自動的かっ
適切に利用するために極めて有用な成果である.
第 5 章は，本論文を総括し，結論としている.
以上要するに本論文は，プログラム解析結果と実行時に得られる情報に基づき，複合型計
算システムに搭載されているプロセッサ群を効率的に用いるための自動チューニング手法を
確立し，定量的な評価を通して複合型計算システム向けのプログラミングフレームワークの
構成法を論じ，まとめたものであり，情報基礎科学および計算機科学の発展に寄与するとこ
ろが少なくない.
よって，本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める.
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